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ternal validity） とも呼ばれます．（2） Clarity，ランダ
ムな誤差を小さくし，研究の精度を向上させることで
す．（3） Generalizability，結論の一般化可能性を向上




















































定を行いました （Yamaguchi and Ohashi, 1999 ; Yama-
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